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朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。
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このたびの東日本大震災により被害に遭われた皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
一日も早い復興をお祈り申し上げます。

朝日大学教職員・学生一同

NEWS

　このたびの東日本大震災で被害に遭われました方々に対し、心からお
見舞い申し上げます。１日も早い復興を教職員並びに学生一同、お祈り申
し上げます。
　本学では、今回の大災害にあたり居住地が災害救助法の適用を受け
る市町村の学生に対し、次のとおり就学支援を目的とする「特別の支援
措置」を講ずることとしております。
　つきましては、学生もしくはご家族の方が被災されている場合（身体的
被害、家屋の被害など）には、被災状況を学生課までご連絡ください。

～学長からのメッセージ～

　3月11日に発生した東日本大震災で被災されたすべての皆様に、本学を代表し心より

お見舞い申し上げます。亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災さ

れた多くの方々の安全とご健康、そして一日も早い復興を衷心よりお祈り申し上げます。

　朝日大学は岐阜の地において幸い大きな被害はなく、大学、衛生士専門学校、附属

医療機関とともに平常通り運営しております。大学ではすべての在学生、教職員の安全

確認を完了しました。被災地出身の在学生に対しましては全面的に支援をいたします。

　附属医療機関を受診される方々には、被災地への援助のため、医師、歯科医師

の勤務に一部変更が生じる、また一部の医薬品、医療材料の供給が不安定になる

場合がありますので、ご不明な点等ございましたら各医療機関へ直接お問い合わせ

いただくようお願い申し上げます。

　火災に見舞われながらバリバリと音をたてて津波に引かれてゆく家々、陸に打ち上

げられた大型船舶、「生きているだけで幸せ」と言って抱き合う家族の姿など、そのす

べてが私たちの心に問いかけています。事態の終息までには現時点でかなりの時間

を要するものと推測されますが、2011年度も東日本より多くの学生が夢を抱いて本学

へ入学されました。朝日大学は「みんなの日本 がんばろう日本人」を合言葉に、被災さ

れた方々への支援に大学をあげて取り組む所存ですのでどうぞご安心ください。

２０１１年５月

朝日大学 学長　大友　克之

羽ばたけ建学の精神を胸に

銀杯を授与される受賞者

　２０１０年度卒業式（穂積キャンパス10周年記念館大ホール）で、「宮
田賞」の授与が行われた。
　本学の創立者である学校法人朝日大学の前理事長宮田慶三郎の
素志により制定された「宮田賞」は、在学中の学業成績が特に優れた者
や課外活動に貢献し本学の名誉を昂揚させた学生を対象に表彰するも
のであり、受賞者（７名）には「表彰状」と「銀杯」が大友克之学長から贈
呈された。受賞者たちの今後の活躍が大いに期待される。

　また、「宮田賞」授与に先立
ち行われた学長告辞では、大
友克之学長から朝日大学を
旅立つ卒業生たちへのはな
むけの言葉として「建学の精
神」が贈られた。卒業式終了
時には参列者全員が拍手で
卒業生たちを見送り、厳粛であった会場内がたちまちに暖かい雰囲気に
包まれた。

栄えある「宮田賞」受賞

謹んで震災のお見舞いを申し上げます。みんなの日本
がんばろう日本人

　「第47回島津全日本室内テニス選
手権」が京都市体育館で開催され、体
育会硬式庭球部コーチの秋田史帆選
手が前年チャンピオンの米村明子選手
（島津製作所）をストレートで破り初優勝
を決めた。
　秋田コーチは優勝インタビューで「震
災で複雑な思いでテニスをした。少しで
も被災地に夢と勇気を与えることができ
たらうれしい。」と語った。

全日本室内選手権で初V！！

　穂積キャンパスでは、地震等の災害
に備え順次建物の耐震工事が行われて
いる。
　また、１０周年記念館食堂（カフェテリ
ア、花水木）では、利用者のニーズに合っ
たメニューが提供できるよう厨房設備を
改修し、リニューアルオープンした。レストラ
ン「花水木」では、メニューごとのカロリー
が表示されたり、歯やからだの健康に配
慮した「8020ランチ」が提供されている。

耐震工事が進む
食堂リニューアル

法学部法学科

経営学部経営学科

同学部情報管理学科

同学部ビジネス企画学科

歯学部歯学科

上條恵味

市川和郎

山本裕喜、岩田華奈

塚本愛理、大場政登志

村上直季

宮　田　賞　受　賞　者耐震工事が完了した３号館（講義棟）

●被災地域出身の学生（入学生を含む）で申し出（任意書式での被災状況
報告を含む）がなされた場合には、本年度前学期及び後学期学納金（授業
料、施設維持費、歯学教育充実費）の全額を特例措置として免除します。
なお、適用を受ける場合には、原則として、公的な機関が発行する「被災状況
についての証明書」等の書類を提出（後日提出可）いただくこととなります。

●被災地域出身の学生（入学生を含む）の家族に対し、被災状況により居住環
境等の提供支援が必要となる場合には、当分の期間について住居（大学が
物件を臨時的に借り上げ）を無償貸与するなどの便宜をはかることとします。

●入学予定者で入学意思を有するものの、被災状況や社会的不安により
入学時期が遅れる場合には、入学の権利を一年間保持できる特別措
置を講ずることとします。
法学部、経営学部：入学時期について半年間（2011年秋入学）又は
　　　　　　　　　１年間（2012年春入学）の延期を認めます。
歯学部：入学時期について１年間（2012年春入学）の延期を認めます。

●入学予定者で残念ながら今後の就学が困難となり入学を辞退する場合に
は、すでに納付されている「入学金及び授業料等」の全額を返還します。

●独立行政法人日本学生支援機構による緊急採用（第一種）奨学金及
び応急採用（第二種）奨学金の受付を随時行っています。

●被災等による心的ストレスを感じたり疑われる学生に対し、メンタルヘル
スの相談を随時行っています。

●震災に伴う採用内定取り消し等に関することや今後の就職活動に関す
る相談を随時行っています。

「東日本大震災（2011.3.11）」で被災した学生への支援

連絡問い合わせ先：学生課（TEL058-329-1062・1082・1085）

優勝トロフィーを手にする秋田コーチ

レストラン「花水木」の「8020ランチ」
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　式典に先立ち、このたびの東日本大震災被災者に対し参列者全員に
よる黙祷がささげられた。式典終了後には、日本の復興を願うビデオメッ
セージが上映され、在学生からの復興メッセージも寄せられた。
　入学式式典では、学部、大学院、留学生別科日本語研修課程、歯科
衛生士専門学校の入学生68０名が、大友克之学長並びに藤田厚専門
学校長からの「入学許可」の宣言を受け、朝日大学での新たなキャンパ
スライフをスタートさせた。
　大友学長は告辞の中で「建学の精神は大学の基本理念であり、私た
ちは建学の精神を具現化することを使命にしている。入学に際して是非
ご理解いただきたい。」と述べ、建学の精神を紹介した。また震災について
も触れ「復興には現時点でかなりの時間を要するものと推測される。被災
地を思い何か出来ることを探し、出来ることから始める、そんな気持ちを応
援したい。しかし現場では多くの専門的な知識が求められており、ここに集
う新入生諸君が、この大きな悲しみと被災者への思いを忘れることなく、自
分に与えられたこの環境に感謝しながら大いに勉強してほしい。大学が
提供する実学教育を通じて知識と技能を身につけ、専門的分野において
明日の日本の復興の担い手となることを心から願っている。」と語った。

　続いて挨拶に
立った宮田侑理
事長からは「これ
からの学生生活
では、第一に、自
らのマーケットバ
リューを高めるよ
う努力してくださ
い。第二に、日々
自らにモデルチェ
ンジを課し続けて

ください。第三に、他流試合に通用する人材となってください。第四に、常
に創意と工夫、誠実さをもってすべてのことにあたってください。」と新入
生たちへ激励の言葉が述べられた。
　これに対し、入学生
代表の大城怜さん（法
学部：沖縄・興南高校）
から「建学の精神を遵
守し、学業成就に向け
努力します。」と新たな
気持ちを胸に入学の宣
誓が行われた。

　今年は、県内関係機関より

らの来賓を迎えると共に、本学の建学の精神を反映し、海外交流校であ
るメキシコ州立自治大学からの客員研究員（教員）2名が参列し、英語に
よる祝辞が述べられ国際色豊かな式典となった。

　式典会場の出入口では、
東日本の方々へ少しでも力
になれればと学生たちが募
金活動を行った。

厳粛に入学式を挙行

HOT
TOPICS

名誉教授称号授与
　「朝日大学名誉教授」の称号が、本年３月に定年退職を迎えられた岡
本紘昭氏（経営学部情報管理学科教授）、大島等氏（元学生部長：経
営学部情報管理学科教授）、藤下昌己氏（元歯学部長・図書館長：歯学
部教授）に2011年4月1日付けでそれぞれ授与された。
　このたびの授与
は、各分野における
教育・学術上並びに
本学役職者として
の功績が高く評価
されたものである。

海外の歯学部学生受け入れ
　本学と文化学術交流協定を結んでいるイタリアシエナ大学の教員と
学生たちが本学歯学部での海外研修のため来日した。
　来日した歯学部学生たちは、藤原周歯学部国際交流委員長、山村理
準教授らから日本における歯学教育の現状や日本文化に関する講義を
受けた。

　その後一行は、穂積キャン
パス内附属病院で日本の
歯科医療現場を見学、イタ
リアと日本における医療シス
テムや機器の違いなどにつ
いて活発な意見・情報交換
を行った。
　研修後の修了式では、田
村康夫歯学部長から「修了証書」が一人ひとりに渡され、引率教員の
Dr.Doldo氏からは「両大学のさらなる交流の進展を期待する」との挨
拶があった。その後のパーティーでは、本学から海外研修経験のある学
生や関係教職員との交流を深めていた。

春のオープンキャンパス
　法学部・経営学部を対象とした「オープンキャンパス」が開催された。
本学への進学を志す高校生たちは、穂積キャンパス６号館講義室にお
いて法学部や経営学部の概要説明を受けると共に大学案内用DVDで
本学の魅力を視聴した。

　また、「裁判員制度」にともない改
修された模擬法廷では「劇団朝日
大」による裁判劇が上演され、迫真
の演技を鑑賞した高校生たちはオー
プンキャンパスで裁判の様子を実体験した。その後、昨春リニューアルさ
れた学生食堂でランチバイキングや本学在学生らとの歓談を楽しみ、参
加者たちは朝日大学で「１日大学生」を大いに満喫していた。

大学院における単位互換協定
　本学大学院法学研究科・経営学研究科と岐阜県内私立大学大学院
との単位互換に関する協力協定が締結された。
　この協定は、専門科目の相互補完や異分野の融合による教育を単位
互換により実現し、大学院教育の充実・活性化、教員間交流の活性化を
はかることを目的として締結されたものである。
　対象となる授業科目は専任教員担当の科目とし、単位互換で修得し
た単位は一定の範囲で大学院修了要件単位として認められ、授業料等
については相互に徴収しないことと規定されている。また、図書館利用や
車両乗り入れについても便宜がはかられることとなっている。
　今回の単位互換協定が契機となり地域社会に根ざした大学間の連
携事業が一層推進されることとなる。

理事長から祝辞

活発な意見・情報交換

キャンパスライフを満喫

東日本の復興に向け

国際色豊かな式典

宮田侑理事長から激励の言葉が述べられる

新たな気持ちを胸に入学の宣誓

　また、県内外の高等学校から

スポーツ活動、就職支援、充実の独自奨学金制度を詳しく説

明します。キャンパス見学や法学部・経営学部の授業も体験

できます。

フレンチシェフによるランチバイキングも大好評。皆さんの

参加をお待ちしています。

スポーツと就職に強い秘密を公開

お問い合わせ／朝日大学 入試広報室　フリーダイヤル 0120-058-327　E-mail nyuusi@alice.asahi-u.ac.jp

法学部・経営学部 歯学部

模擬講義や、実際の診療環境を再現した実習室にある患者

型シミュレーターで歯を削ったり、インプラント（人口歯根）

を埋め込むなどの実習体験が充実しています。

また、自分に合った入試がわかる入試説明や、じっくりと相

談ができる個別相談コーナーを設置しています。

歯学部に一日体験入学
5月14日（土）・6月11日（土）・9月24日（土）
7月28日（木）・8月25日（木）10：00～15：00

10：00～13：00
（全日程共通）
10：00～15：007月24日（日）・7月30日（土）・8月4日（木）

8月20日（土）・9月4日（日）

単位互換
協 定 校

●岐阜経済大学大学院経済学研究科
●東海学院大学大学院人間関係学研究科
●岐阜聖徳学園大学大学院国際文化研究科、同経済情報研究科

穂積キャンパス正面玄関での記念写真

劇団朝日大による迫真の裁判劇

祝辞を述べるメキ
シコ州立自治大学
の客員研究員

式典終了後に多くの義援金が集まった

在学生による復興メッセージ

瑞穂市 市長
堀　　孝正 様

（社）岐阜県経営者協会 会長
イビデン株式会社 代表取締役会長

岩田　義文 様
岐阜県歯科医師会 副会長

横森　俊雄 様
岐阜県弁護士会 副会長

畑　　良平 様

（学）富田学園 理事長
富田　幸雄 先生

岐阜市立岐阜商業高等学校 校長
杉原　茂男 先生

福岡県東福岡高等学校 校長
松原　　功 先生

（財）岐阜県体育協会 参事
柴田　益孝 様

（社）岐阜県経済同友会 専務理事
長縄　　隆 様

岐阜県歯科衛生士会 会長
土井 美由紀 様

岡本　紘昭 教授 大島　等 教授 藤下　昌己 教授
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　「朝日大学名誉教授」の称号が、本年３月に定年退職を迎えられた岡
本紘昭氏（経営学部情報管理学科教授）、大島等氏（元学生部長：経
営学部情報管理学科教授）、藤下昌己氏（元歯学部長・図書館長：歯学
部教授）に2011年4月1日付けでそれぞれ授与された。
　このたびの授与
は、各分野における
教育・学術上並びに
本学役職者として
の功績が高く評価
されたものである。

海外の歯学部学生受け入れ
　本学と文化学術交流協定を結んでいるイタリアシエナ大学の教員と
学生たちが本学歯学部での海外研修のため来日した。
　来日した歯学部学生たちは、藤原周歯学部国際交流委員長、山村理
準教授らから日本における歯学教育の現状や日本文化に関する講義を
受けた。

　その後一行は、穂積キャン
パス内附属病院で日本の
歯科医療現場を見学、イタ
リアと日本における医療シス
テムや機器の違いなどにつ
いて活発な意見・情報交換
を行った。
　研修後の修了式では、田
村康夫歯学部長から「修了証書」が一人ひとりに渡され、引率教員の
Dr.Doldo氏からは「両大学のさらなる交流の進展を期待する」との挨
拶があった。その後のパーティーでは、本学から海外研修経験のある学
生や関係教職員との交流を深めていた。

春のオープンキャンパス
　法学部・経営学部を対象とした「オープンキャンパス」が開催された。
本学への進学を志す高校生たちは、穂積キャンパス６号館講義室にお
いて法学部や経営学部の概要説明を受けると共に大学案内用DVDで
本学の魅力を視聴した。

　また、「裁判員制度」にともない改
修された模擬法廷では「劇団朝日
大」による裁判劇が上演され、迫真
の演技を鑑賞した高校生たちはオー
プンキャンパスで裁判の様子を実体験した。その後、昨春リニューアルさ
れた学生食堂でランチバイキングや本学在学生らとの歓談を楽しみ、参
加者たちは朝日大学で「１日大学生」を大いに満喫していた。

大学院における単位互換協定
　本学大学院法学研究科・経営学研究科と岐阜県内私立大学大学院
との単位互換に関する協力協定が締結された。
　この協定は、専門科目の相互補完や異分野の融合による教育を単位
互換により実現し、大学院教育の充実・活性化、教員間交流の活性化を
はかることを目的として締結されたものである。
　対象となる授業科目は専任教員担当の科目とし、単位互換で修得し
た単位は一定の範囲で大学院修了要件単位として認められ、授業料等
については相互に徴収しないことと規定されている。また、図書館利用や
車両乗り入れについても便宜がはかられることとなっている。
　今回の単位互換協定が契機となり地域社会に根ざした大学間の連
携事業が一層推進されることとなる。

理事長から祝辞

活発な意見・情報交換

キャンパスライフを満喫

東日本の復興に向け

国際色豊かな式典

宮田侑理事長から激励の言葉が述べられる

新たな気持ちを胸に入学の宣誓

　また、県内外の高等学校から

スポーツ活動、就職支援、充実の独自奨学金制度を詳しく説

明します。キャンパス見学や法学部・経営学部の授業も体験

できます。

フレンチシェフによるランチバイキングも大好評。皆さんの

参加をお待ちしています。

スポーツと就職に強い秘密を公開

お問い合わせ／朝日大学 入試広報室　フリーダイヤル 0120-058-327　E-mail nyuusi@alice.asahi-u.ac.jp

法学部・経営学部 歯学部

模擬講義や、実際の診療環境を再現した実習室にある患者

型シミュレーターで歯を削ったり、インプラント（人口歯根）

を埋め込むなどの実習体験が充実しています。

また、自分に合った入試がわかる入試説明や、じっくりと相

談ができる個別相談コーナーを設置しています。

歯学部に一日体験入学
5月14日（土）・6月11日（土）・9月24日（土）
7月28日（木）・8月25日（木）10：00～15：00

10：00～13：00
（全日程共通）
10：00～15：007月24日（日）・7月30日（土）・8月4日（木）

8月20日（土）・9月4日（日）

単位互換
協 定 校

●岐阜経済大学大学院経済学研究科
●東海学院大学大学院人間関係学研究科
●岐阜聖徳学園大学大学院国際文化研究科、同経済情報研究科

穂積キャンパス正面玄関での記念写真

劇団朝日大による迫真の裁判劇

祝辞を述べるメキ
シコ州立自治大学
の客員研究員

式典終了後に多くの義援金が集まった

在学生による復興メッセージ

瑞穂市 市長
堀　　孝正 様

（社）岐阜県経営者協会 会長
イビデン株式会社 代表取締役会長

岩田　義文 様
岐阜県歯科医師会 副会長

横森　俊雄 様
岐阜県弁護士会 副会長

畑　　良平 様

（学）富田学園 理事長
富田　幸雄 先生

岐阜市立岐阜商業高等学校 校長
杉原　茂男 先生

福岡県東福岡高等学校 校長
松原　　功 先生

（財）岐阜県体育協会 参事
柴田　益孝 様

（社）岐阜県経済同友会 専務理事
長縄　　隆 様

岐阜県歯科衛生士会 会長
土井 美由紀 様

岡本　紘昭 教授 大島　等 教授 藤下　昌己 教授
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　穂積キャンパス５号館講義室において、小・中学校や高等学校などで法
教育を効果的に行うための教材や指導方法を競う「法教育教材コンクー
ル」（主催：朝日大学、岐阜法教育研究会）の表彰式が行われた。
　本コンクールは、これまであまり学校で教えてこなかった法教育を広め
ようと、本学や岐阜県弁護士会が呼びかけ、一昨年度から開催されてい
る。今回、教材や学習指導案など多数の応募があり、厳正な審査の結
果、優秀な教材など８作品が岐阜県教育委員会賞や岐阜県弁護士会
長賞などに選ばれた。各受賞者から教材や指導案の解説が行われる
と、約５０名の出席者らは今後の法教育に役立てようと熱心にメモをとっ
ていた。

　また、表彰式に先立ち行われた記念講演会では、積極的な法教育の
実践に取り組んでいる東京都練馬区立大泉第六小学校の窪直樹教諭
から「法教育はおもしろ
い」と題した講演が行
われ、小学校における
法教育の授業づくりか
ら実践まで詳細に語ら
れた。

法教育教材コンクール

　本学と学術交流協定を結
んでいる岐阜県弁護士会と
の定例懇談会が開催され、
2010年度の成果報告と本年
度共同事業計画について協
議が行われた。
　懇談会では、2010年度報

告としてジュニア・ロースクール、公開講座、司法修習生研修、朝日大学
法送局、法教材コンクール等の実施状況が報告された。また、本年度も
引き続きこれらの事業を継続していくとともに、新たな事業や教育研究面
での一層の連携協力をはかっていくことを確認した。
　県弁護士会との学術交流協定は、岐阜県の法教育推進にかかる事
業、判例研究の共同研究事業を積極的に展開することを目的に2009年
６月に締結されている。

岐阜県弁護士会と連携

法教育はおもしろい

地域社会を守る

大学生を体験

時効について学ぶ

　美濃加茂市中
央公民館で、同市
内の中核病院であ
る木沢記念病院
（山田實紘理事
長）との連携によ
り、「４０周年記念
朝日大学公開講
座」が開催された。
　「医療と健康」を
メインテーマとした
今回の公開講座では、医療、歯科医療、歯科衛生の各分野の専門家に
よる講演が行われた。
　美濃加茂市での開催は昨年度に引き続き２回目となり、満席となった
会場では約１５０名の受講者がメモをとりながら熱心に講演を聴いた。今
回も医療や健康に対する関心の高さがうかがえる公開講座となった。

４０周年記念公開講座

　法学部学生が組織する防犯ボランティア「めぐる」が、学生ボランティ
アグループの活動に対し助成を行う「ソニーマーケティング学生ボランティ
アファンド」に、全国国公私立６４大学の応募の中から採択された。
　また、「めぐる」のメンバーたちは、国立オリンピック記念青少年センター
（東京）で開催された「第１回全国ヤングボランティアサミット（警視庁主
催）」に岐阜県代表として参加し、これまでの防犯ボランティア活動の実
績を報告した。

　JR穂積駅前では
「めぐる」のメンバーた
ちが、北方警察署生
活安全課や穂積交
番の警察官、瑞穂市
役所の職員らと共に、
自転車盗難防止の啓
発活動を実施。オリジ
ナルウェットティッシュを駅利用者に配布し自転車盗難防止を呼びかけた。
　「めぐる」の防犯啓発活動は、今後も地域に密着したテーマを定め毎
月各所で展開される予定である。

学生ボランティアファンドに採択

社会医療法人厚生会　木沢記念病院

「分かりやすい乳腺・乳癌の話」

「歯科インプラント治療は安全・安心な治療法？」

「全身の健康はお口から」

木沢記念病院外科部長　竹内　　賢 氏　

朝日大学歯学部　永原　國央 教授

朝日大学歯科衛生士専門学校　荒木　美穂 教員

［基本理念］病める人の立場に立った医療、地域から求められる新しい医療サービスの提供
［所 在 地］岐阜県美濃加茂市古井町下古井５９０

　穂積キャンパス１号館講義室で、瑞穂市とその周辺地域にある大垣
共立銀行４支店が主催する「第２０回フロンティアセミナー」が本学協賛
のもと開催され、瑞穂市、岐阜市、本巣市などの市民ら約１００名が法学
部植木哲教授の講演を聴いた。
　本セミナーは、大垣共立銀行が進める地域活性化事業の一環として
実施されている催事で、本学では同セミナーに対し「大学の知的財産」
を地域社会に還元できればと、第１回目の開催から協賛している。

　今回のセミナーでは、植木教授から「時効」と題し、時効の定義、種
類、援用、中断、効果等について講演が行われ、受講者は昨今重大事
件などで話題となっている「時効」について真剣な面持ちで学んだ。
　フロンティアセミナーは、今後も半年に一度本学を会場として開催され
る予定である。

フロンティアセミナー開催

　岐阜県立岐阜商業高等学校と山県高等学校の生徒が穂積キャンパ
スに来学した。
　両校の訪問は、高等学校における「体験学習」の授業の一環として
「卒業後の進路選択」の参考となるよう大学、短大、専門学校等を訪問
しているものである。

　生徒たちは、「会社とは
何か？」、「レゴで簡単、プロ
グラミング！」、「社会変革をも
たらす情報処理技術の応
用‐Suicaを例として‐」など
のミニ講義を受講、また
DVDで大学で学ぶことの
意義や学生生活の過ごし方
などを視聴すると共に、模擬法廷やLL教室などのキャンパス見学を行った。
　ミニ講義では真剣にメモをとり、キャンパス見学での充実した学生アメ
ニティーの数々に目を輝かせていた生徒たちは、「１日大学生」を朝日大
学で体験した。

体験学習を実施

正しい介助方法

　障害者歯科ネットワークぎふが主催する「第１６回障害者歯科ネット
ワークぎふ講演会」が穂積キャンパス５号館講義室で開催された。特別
支援学校の職員や看護師、障害者を持つ家族ら約９０名が参加し、障
害者の高齢化などで深刻化する口腔の問題について理解を深めた。
　同ネットワークは、岐阜県内の歯科医師、病院や障害者施設などの関
係者で組織されており、障害者の健康や発育を考えようと年１回講演会
を開催している。

　講演会では、講師を務めた日本歯科大学附属病院口腔介護・リハビリ
テーションセンターの田村文誉准教授から「食べることに障害のある子供
たちへの摂食支援」をテーマに障害のある子供への正しい介助方法な
どについて語られた。
　講演会終了後には交流会も開催され、出席者は障害者の歯の健康
について情報交換を行った。

障害者の健康を考える

県人会も発足

　沖縄県出身の在学生や
新入生の父母を対象とし
た「朝日大学教育懇談会」
が、沖縄都ホテル（那覇
市）で開催され１００名を超
える参加者があった。
　懇談会では、即戦力とし
て実社会に旅立つことが
できる魅力ある教育内容、

きめ細かな指導体制や充実した施設設備がそれぞれ紹介された。説明
を聞いた父母たちからは、「沖縄とは気候などの違いはあるものの、学べ
る環境が整っており安心して子供を送り出すことができます」との声が聞
かれた。

　沖縄県出身者が様 な々イベントを通じ交流や親睦を深め、学部学科を
越え豊かな人間関係を築くことを目的に、「沖縄県人会」が発足した。
　大垣フォーラムホテル（大垣市）で開催された発会式には、沖縄県出
身者の学生や教職員ら約８０名が出席し県人会の発会を祝った。本会
の世話人である大濱賢一朗准教授（経営学部）からは、「充実したキャン
パスライフが送
れるようみんなで
沖縄県人会を
盛り上げよう」と
挨拶がなされ、
発会式は盛会
裏に終了した。

沖縄で教育懇談会開催
JR穂積駅前での自転車盗難防止の啓発活動

岐阜県弁護士会との定例懇談会

「Suica」を例に奥山経営学部長がミニ講義

「時効」について解説する植木教授

歯科医師の魅力を語る山内教授（歯学部入試委員長）

大濱准教授が「沖縄県
人会」の発会を宣言

「法教育はおもしろい」と題した窪教諭の講演

木沢記念病院の竹内外科部長による講演
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岐阜県弁護士会と連携

法教育はおもしろい

地域社会を守る

大学生を体験

時効について学ぶ

　美濃加茂市中
央公民館で、同市
内の中核病院であ
る木沢記念病院
（山田實紘理事
長）との連携によ
り、「４０周年記念
朝日大学公開講
座」が開催された。
　「医療と健康」を
メインテーマとした
今回の公開講座では、医療、歯科医療、歯科衛生の各分野の専門家に
よる講演が行われた。
　美濃加茂市での開催は昨年度に引き続き２回目となり、満席となった
会場では約１５０名の受講者がメモをとりながら熱心に講演を聴いた。今
回も医療や健康に対する関心の高さがうかがえる公開講座となった。

４０周年記念公開講座

　法学部学生が組織する防犯ボランティア「めぐる」が、学生ボランティ
アグループの活動に対し助成を行う「ソニーマーケティング学生ボランティ
アファンド」に、全国国公私立６４大学の応募の中から採択された。
　また、「めぐる」のメンバーたちは、国立オリンピック記念青少年センター
（東京）で開催された「第１回全国ヤングボランティアサミット（警視庁主
催）」に岐阜県代表として参加し、これまでの防犯ボランティア活動の実
績を報告した。

　JR穂積駅前では
「めぐる」のメンバーた
ちが、北方警察署生
活安全課や穂積交
番の警察官、瑞穂市
役所の職員らと共に、
自転車盗難防止の啓
発活動を実施。オリジ
ナルウェットティッシュを駅利用者に配布し自転車盗難防止を呼びかけた。
　「めぐる」の防犯啓発活動は、今後も地域に密着したテーマを定め毎
月各所で展開される予定である。

学生ボランティアファンドに採択

社会医療法人厚生会　木沢記念病院

「分かりやすい乳腺・乳癌の話」

「歯科インプラント治療は安全・安心な治療法？」

「全身の健康はお口から」

木沢記念病院外科部長　竹内　　賢 氏　

朝日大学歯学部　永原　國央 教授

朝日大学歯科衛生士専門学校　荒木　美穂 教員

［基本理念］病める人の立場に立った医療、地域から求められる新しい医療サービスの提供
［所 在 地］岐阜県美濃加茂市古井町下古井５９０

　穂積キャンパス１号館講義室で、瑞穂市とその周辺地域にある大垣
共立銀行４支店が主催する「第２０回フロンティアセミナー」が本学協賛
のもと開催され、瑞穂市、岐阜市、本巣市などの市民ら約１００名が法学
部植木哲教授の講演を聴いた。
　本セミナーは、大垣共立銀行が進める地域活性化事業の一環として
実施されている催事で、本学では同セミナーに対し「大学の知的財産」
を地域社会に還元できればと、第１回目の開催から協賛している。

　今回のセミナーでは、植木教授から「時効」と題し、時効の定義、種
類、援用、中断、効果等について講演が行われ、受講者は昨今重大事
件などで話題となっている「時効」について真剣な面持ちで学んだ。
　フロンティアセミナーは、今後も半年に一度本学を会場として開催され
る予定である。

フロンティアセミナー開催

　岐阜県立岐阜商業高等学校と山県高等学校の生徒が穂積キャンパ
スに来学した。
　両校の訪問は、高等学校における「体験学習」の授業の一環として
「卒業後の進路選択」の参考となるよう大学、短大、専門学校等を訪問
しているものである。

　生徒たちは、「会社とは
何か？」、「レゴで簡単、プロ
グラミング！」、「社会変革をも
たらす情報処理技術の応
用‐Suicaを例として‐」など
のミニ講義を受講、また
DVDで大学で学ぶことの
意義や学生生活の過ごし方
などを視聴すると共に、模擬法廷やLL教室などのキャンパス見学を行った。
　ミニ講義では真剣にメモをとり、キャンパス見学での充実した学生アメ
ニティーの数々に目を輝かせていた生徒たちは、「１日大学生」を朝日大
学で体験した。

体験学習を実施

正しい介助方法

　障害者歯科ネットワークぎふが主催する「第１６回障害者歯科ネット
ワークぎふ講演会」が穂積キャンパス５号館講義室で開催された。特別
支援学校の職員や看護師、障害者を持つ家族ら約９０名が参加し、障
害者の高齢化などで深刻化する口腔の問題について理解を深めた。
　同ネットワークは、岐阜県内の歯科医師、病院や障害者施設などの関
係者で組織されており、障害者の健康や発育を考えようと年１回講演会
を開催している。

　講演会では、講師を務めた日本歯科大学附属病院口腔介護・リハビリ
テーションセンターの田村文誉准教授から「食べることに障害のある子供
たちへの摂食支援」をテーマに障害のある子供への正しい介助方法な
どについて語られた。
　講演会終了後には交流会も開催され、出席者は障害者の歯の健康
について情報交換を行った。

障害者の健康を考える

県人会も発足

　沖縄県出身の在学生や
新入生の父母を対象とし
た「朝日大学教育懇談会」
が、沖縄都ホテル（那覇
市）で開催され１００名を超
える参加者があった。
　懇談会では、即戦力とし
て実社会に旅立つことが
できる魅力ある教育内容、

きめ細かな指導体制や充実した施設設備がそれぞれ紹介された。説明
を聞いた父母たちからは、「沖縄とは気候などの違いはあるものの、学べ
る環境が整っており安心して子供を送り出すことができます」との声が聞
かれた。

　沖縄県出身者が様 な々イベントを通じ交流や親睦を深め、学部学科を
越え豊かな人間関係を築くことを目的に、「沖縄県人会」が発足した。
　大垣フォーラムホテル（大垣市）で開催された発会式には、沖縄県出
身者の学生や教職員ら約８０名が出席し県人会の発会を祝った。本会
の世話人である大濱賢一朗准教授（経営学部）からは、「充実したキャン
パスライフが送
れるようみんなで
沖縄県人会を
盛り上げよう」と
挨拶がなされ、
発会式は盛会
裏に終了した。

沖縄で教育懇談会開催
JR穂積駅前での自転車盗難防止の啓発活動

岐阜県弁護士会との定例懇談会

「Suica」を例に奥山経営学部長がミニ講義

「時効」について解説する植木教授

歯科医師の魅力を語る山内教授（歯学部入試委員長）

大濱准教授が「沖縄県
人会」の発会を宣言

「法教育はおもしろい」と題した窪教諭の講演

木沢記念病院の竹内外科部長による講演
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　４月のオリエンテーションの一環として毎年恒例の行事となっている
「新入生研修」が、それぞれの学部で実施された。

　経営学部は、来秋の国体ボウリング競
技会場となる瑞穂市内の岐阜グランドボ
ウルでグループに分かれボウリングを楽し
み、新しい仲間づくりや教員との信頼関係
を築くと共にボウリングを通じてチームワークの大切さを学んだ。

　また、歯学部では、F１レースも開催され
る鈴鹿サーキット（三重県鈴鹿市）におい
て１泊２日の宿泊研修を行った。新入生た
ちは歯科医師を目指す学生の心構えを
学び、グループ研修を通じて新しい友達、教員との交流を深めた。

　一方、法学部では、穂積キャンパス内
で新入生研修が行われた。研修では、法
学部学生の活動報告（防犯ボランティア、
劇団朝日大、“法”送局）や武藤玲央奈岐
阜県弁護士会副会長からの「法学部で学ぶ意義」と題した講演を聴
講。その後の懇親会では、笑顔で談笑する場面も見られ、指導教員と新
入生とのうち解けた様子がうかがえた。

新入生研修を実施

　２０１０年度後学期学友
会表彰式が本学穂積キャ
ンパスで行われた。
　同表彰式は、学友会活
動において功績顕著な学
生に対し「会長賞」、「奨励
賞」を授与するもので、前
期・後期の年２回行われて
いる。今回、会長賞は８団

体２８個人に、また、奨励賞は１団体１８個人に贈られた。
　表彰式では、山本英弘学生部長（学友会長）から賞状と副賞がそれ
ぞれに授与され、受賞者たちは大きな拍手で受賞を祝福されていた。

学友会表彰式

チームワークを深める

寝食を共に研修

講演と懇親会

防犯ボランティア「めぐる」の活動報告

　本学恒例の行
事である「リーダー
ズキャンプ」が羽島
市のかんぽの宿で
1泊2日の日程で開
催され、学生教職
員約５０名が参加
した。
　リーダーズキャン
プは、各種団体（学
友会、体育会、大
学祭実行委員会、学友会中央協議会）の学生代表が集い毎年合宿形
式で行われており、リーダーシップの育成、クラブ・同好会活動の活性化、
参加者相互の親睦を深めることを目的としている。
　両日共に分刻みのタイムスケジュールの中で、他己紹介、グループ討
議、フリーディスカッション等のセッションを次 と々こなした学生たちは、短期
間にリーダーとしての素養を身につけた様子であった。

　また、今回のリーダーズキャンプ
では、岐阜市消防本部の協力を
得て「救命救急講習会」も開催
された。参加者たちは応急手当
の基礎知識、AEDを利用した心
肺蘇生法などを熱心に学んだ。
　参加学生たちのキャンパス内
での活躍が期待される。

将来のリーダーを育成

　瑞穂市内のサンライズジム及びフェンシング場で「朝日大学フェンシング
大会」が開催された。同大会には、県内外の高校フェンサーたち約１００
名が集い、日頃の練習成果を発揮しようと予選・決勝リーグと熱い戦いを
くり広げた。

　これまで同大会は、
国際大会で活躍する部
員や指導者を有する体
育会フェンシング部が
中心となり、競技力の向
上、高校と大学との交
流、地域社会に開かれ
た大学を目指し、フェン
シング場完成の２００２
年度から「AU杯」とし
て毎年開催してきたが、来年の「ぎふ清流国体」を契機に県外強豪校へ
の参加も呼びかる形へと規模を拡大し、大会名も改称して開催された。９
年目を迎えた今回は、県外の強豪選手も加わり、よりハイレベルな戦いが
数多く見られる大会となった。

フェンシング大会を開催

　本学体育会の９競技団体が「２０１１年度強化指定クラブ」として
（財）岐阜県体育協会から認定された。
　２００５年度から始まった強化指定制度は、県体育協会が行う「国体
特別支援事業」の一環で、来秋岐阜県で開催される国民体育大会に
向けた選手強化を目指すと共
に、日本代表として世界で戦う
アスリートを輩出するため、指
定選手やクラブチームが競技
に専念できる環境整備などを
行うことを目的としている。

　本学体育会から選ばれた
各クラブは、長良川国際会議場
（岐阜市）において行われた認
証式で「競技力向上強化指
定証」の交付を受けた。今後、
「ぎふ清流国体」に向け各クラ
ブの競技力向上が望まれる。

強化指定チーム決定！！

　愛知県稲沢市の稲沢グランドボウルで開催された「文部科学大臣杯
争奪第４９回全日本選手権」において、次のとおり本学体育会ボウリング
チームの選手たちが優秀な成績を収めた。

　また、「第２１回アジアボウリング選手権（アブダビ：アラブ首長国連邦）」
に出場した安里秀策選手は、個人戦とダブルス戦に出場し、共に堂々の
４位入賞をはたした。
　地元瑞穂市内の岐阜グランドボウルで来秋開催される「ぎふ清流国体」
に弾みがついたボウリングチームの、今後のさらなる躍進が楽しみである。

男子ダブルス優勝
安里秀策選手（ビジネス企画２年：沖縄）
高橋俊彦選手（本学ボウリングチームコーチ：昭和コンクリート工業）
女子６人制チーム優勝
竹川ひかる選手（ビジネス企画２年：岡山）　岐阜県選抜メンバーとして出場
男子６人制チーム６位入賞
安里秀策選手・高橋俊彦選手　岐阜県選抜メンバーとして出場
マスターズ男子５位入賞
安里秀策選手
マスターズ女子５位入賞
竹川ひかる選手

ボウリング全日本を制す

　体育会フェンシング部から２名の選手が、３月にタイで開催された
「２０１１アジアジュニア選手権」に日本代表として出場し、田村紀佳選手
（ビジネス企画２年：群馬）が堂々の３位入賞をはたした。
　１７～２０歳によるジュニア選手権に挑んだ田村選手は、女子サーブル
でみごと３位入賞の栄冠を手にし、また、女子エペで出場した林真央選
手（ビジネス企画２年：愛媛）が、ベスト１６入りをはたした。
　躍進を続ける体育会フェンシング部の今シーズンの活躍が期待される。

アジアジュニア選手権

心肺蘇生法を学ぶ

全国に朝日大学の名を

朝日大学にフェンサー集う

堂々の３位入賞

競技力の向上

　「第１５回東海学生チャレンジカップテニストーナメント」が愛知県立大学
テニスコートで開催された。体育会硬式庭球部からは判谷周哉選手（ビジ
ネス企画２年：三重）と清水健人選手（ビジネス企画２年：岐阜）が男子ダブ
ルスに出場し強豪ペアがひしめくなか、みごと準優勝の栄冠に輝いた。

東海学生
チャレンジカップ準優勝

体育会総会で挨拶する山本会長

心肺蘇生法を学ぶ

他己紹介でみんなの関心をつかむ

　穂積キャンパス６号館大講義室で、学生や指導者ら約６5０名が集い
体育会総会が開催された。
　大友克之学長（前会長）の尽力により２００２年に１０種目で設立された
体育会は９年が経過し、現在１２の競技種目（別に２種目の強化指定あ
り）となり、毎年国内外でめざましい活躍を遂げている。

　総会で山本英弘
会長は、「体育会の
モットーである文武両
道を旨とし、来秋に控
えた“ぎふ清流国体”
に向け、これまでの輝
かしい伝統を引き継
ぐと共により発展させ
全国に朝日大学体育
会の名を広めていこ
う」と熱く語った。

体育会総会開催

山本学友会長から表彰される

熱き戦いがくり広げられた

参加高校 ■県内
羽島北、岐阜各務野、大垣南、揖斐、鶯谷、岐阜県選抜
■県外
鹿児島南、高崎商科大学附属、松任、同志社女子、愛知工業大学
附属名電、三本松、山口県選抜

朝日大学 強化指定クラブ名

自転車競技部
（ハイテクニカレーシング）

相撲部

卓球部

フェンシング部

朝日大学テニスクラブ

ホッケー部

岐阜朝日クラブ
（社会人ホッケーチーム）

ハンドボール部

ボウリングチーム

対　象

成年男子

成年男子

成年男子・女子

成年男子・女子

成年男子

成年男子

成年男子

成年男子

成年男子・女子

ボウリングでチームワークを深める

歯科医師を目指す学生の心構えを研修
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学祭実行委員会、学友会中央協議会）の学生代表が集い毎年合宿形
式で行われており、リーダーシップの育成、クラブ・同好会活動の活性化、
参加者相互の親睦を深めることを目的としている。
　両日共に分刻みのタイムスケジュールの中で、他己紹介、グループ討
議、フリーディスカッション等のセッションを次 と々こなした学生たちは、短期
間にリーダーとしての素養を身につけた様子であった。

　また、今回のリーダーズキャンプ
では、岐阜市消防本部の協力を
得て「救命救急講習会」も開催
された。参加者たちは応急手当
の基礎知識、AEDを利用した心
肺蘇生法などを熱心に学んだ。
　参加学生たちのキャンパス内
での活躍が期待される。

将来のリーダーを育成

　瑞穂市内のサンライズジム及びフェンシング場で「朝日大学フェンシング
大会」が開催された。同大会には、県内外の高校フェンサーたち約１００
名が集い、日頃の練習成果を発揮しようと予選・決勝リーグと熱い戦いを
くり広げた。

　これまで同大会は、
国際大会で活躍する部
員や指導者を有する体
育会フェンシング部が
中心となり、競技力の向
上、高校と大学との交
流、地域社会に開かれ
た大学を目指し、フェン
シング場完成の２００２
年度から「AU杯」とし
て毎年開催してきたが、来年の「ぎふ清流国体」を契機に県外強豪校へ
の参加も呼びかる形へと規模を拡大し、大会名も改称して開催された。９
年目を迎えた今回は、県外の強豪選手も加わり、よりハイレベルな戦いが
数多く見られる大会となった。

フェンシング大会を開催

　本学体育会の９競技団体が「２０１１年度強化指定クラブ」として
（財）岐阜県体育協会から認定された。
　２００５年度から始まった強化指定制度は、県体育協会が行う「国体
特別支援事業」の一環で、来秋岐阜県で開催される国民体育大会に
向けた選手強化を目指すと共
に、日本代表として世界で戦う
アスリートを輩出するため、指
定選手やクラブチームが競技
に専念できる環境整備などを
行うことを目的としている。

　本学体育会から選ばれた
各クラブは、長良川国際会議場
（岐阜市）において行われた認
証式で「競技力向上強化指
定証」の交付を受けた。今後、
「ぎふ清流国体」に向け各クラ
ブの競技力向上が望まれる。

強化指定チーム決定！！

　愛知県稲沢市の稲沢グランドボウルで開催された「文部科学大臣杯
争奪第４９回全日本選手権」において、次のとおり本学体育会ボウリング
チームの選手たちが優秀な成績を収めた。

　また、「第２１回アジアボウリング選手権（アブダビ：アラブ首長国連邦）」
に出場した安里秀策選手は、個人戦とダブルス戦に出場し、共に堂々の
４位入賞をはたした。
　地元瑞穂市内の岐阜グランドボウルで来秋開催される「ぎふ清流国体」
に弾みがついたボウリングチームの、今後のさらなる躍進が楽しみである。

男子ダブルス優勝
安里秀策選手（ビジネス企画２年：沖縄）
高橋俊彦選手（本学ボウリングチームコーチ：昭和コンクリート工業）
女子６人制チーム優勝
竹川ひかる選手（ビジネス企画２年：岡山）　岐阜県選抜メンバーとして出場
男子６人制チーム６位入賞
安里秀策選手・高橋俊彦選手　岐阜県選抜メンバーとして出場
マスターズ男子５位入賞
安里秀策選手
マスターズ女子５位入賞
竹川ひかる選手

ボウリング全日本を制す

　体育会フェンシング部から２名の選手が、３月にタイで開催された
「２０１１アジアジュニア選手権」に日本代表として出場し、田村紀佳選手
（ビジネス企画２年：群馬）が堂々の３位入賞をはたした。
　１７～２０歳によるジュニア選手権に挑んだ田村選手は、女子サーブル
でみごと３位入賞の栄冠を手にし、また、女子エペで出場した林真央選
手（ビジネス企画２年：愛媛）が、ベスト１６入りをはたした。
　躍進を続ける体育会フェンシング部の今シーズンの活躍が期待される。

アジアジュニア選手権

心肺蘇生法を学ぶ

全国に朝日大学の名を

朝日大学にフェンサー集う

堂々の３位入賞

競技力の向上

　「第１５回東海学生チャレンジカップテニストーナメント」が愛知県立大学
テニスコートで開催された。体育会硬式庭球部からは判谷周哉選手（ビジ
ネス企画２年：三重）と清水健人選手（ビジネス企画２年：岐阜）が男子ダブ
ルスに出場し強豪ペアがひしめくなか、みごと準優勝の栄冠に輝いた。

東海学生
チャレンジカップ準優勝

体育会総会で挨拶する山本会長

心肺蘇生法を学ぶ

他己紹介でみんなの関心をつかむ

　穂積キャンパス６号館大講義室で、学生や指導者ら約６5０名が集い
体育会総会が開催された。
　大友克之学長（前会長）の尽力により２００２年に１０種目で設立された
体育会は９年が経過し、現在１２の競技種目（別に２種目の強化指定あ
り）となり、毎年国内外でめざましい活躍を遂げている。

　総会で山本英弘
会長は、「体育会の
モットーである文武両
道を旨とし、来秋に控
えた“ぎふ清流国体”
に向け、これまでの輝
かしい伝統を引き継
ぐと共により発展させ
全国に朝日大学体育
会の名を広めていこ
う」と熱く語った。

体育会総会開催

山本学友会長から表彰される

熱き戦いがくり広げられた

参加高校 ■県内
羽島北、岐阜各務野、大垣南、揖斐、鶯谷、岐阜県選抜
■県外
鹿児島南、高崎商科大学附属、松任、同志社女子、愛知工業大学
附属名電、三本松、山口県選抜

朝日大学 強化指定クラブ名

自転車競技部
（ハイテクニカレーシング）

相撲部

卓球部

フェンシング部

朝日大学テニスクラブ

ホッケー部

岐阜朝日クラブ
（社会人ホッケーチーム）

ハンドボール部

ボウリングチーム

対　象

成年男子

成年男子

成年男子・女子

成年男子・女子

成年男子

成年男子

成年男子

成年男子

成年男子・女子

ボウリングでチームワークを深める

歯科医師を目指す学生の心構えを研修
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朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。
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大学評価基準を満たす認定マーク

このたびの東日本大震災により被害に遭われた皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
一日も早い復興をお祈り申し上げます。

朝日大学教職員・学生一同

NEWS

　このたびの東日本大震災で被害に遭われました方々に対し、心からお
見舞い申し上げます。１日も早い復興を教職員並びに学生一同、お祈り申
し上げます。
　本学では、今回の大災害にあたり居住地が災害救助法の適用を受け
る市町村の学生に対し、次のとおり就学支援を目的とする「特別の支援
措置」を講ずることとしております。
　つきましては、学生もしくはご家族の方が被災されている場合（身体的
被害、家屋の被害など）には、被災状況を学生課までご連絡ください。

～学長からのメッセージ～

　3月11日に発生した東日本大震災で被災されたすべての皆様に、本学を代表し心より

お見舞い申し上げます。亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災さ

れた多くの方々の安全とご健康、そして一日も早い復興を衷心よりお祈り申し上げます。

　朝日大学は岐阜の地において幸い大きな被害はなく、大学、衛生士専門学校、附属

医療機関とともに平常通り運営しております。大学ではすべての在学生、教職員の安全

確認を完了しました。被災地出身の在学生に対しましては全面的に支援をいたします。

　附属医療機関を受診される方々には、被災地への援助のため、医師、歯科医師

の勤務に一部変更が生じる、また一部の医薬品、医療材料の供給が不安定になる

場合がありますので、ご不明な点等ございましたら各医療機関へ直接お問い合わせ

いただくようお願い申し上げます。

　火災に見舞われながらバリバリと音をたてて津波に引かれてゆく家々、陸に打ち上

げられた大型船舶、「生きているだけで幸せ」と言って抱き合う家族の姿など、そのす

べてが私たちの心に問いかけています。事態の終息までには現時点でかなりの時間

を要するものと推測されますが、2011年度も東日本より多くの学生が夢を抱いて本学

へ入学されました。朝日大学は「みんなの日本 がんばろう日本人」を合言葉に、被災さ

れた方々への支援に大学をあげて取り組む所存ですのでどうぞご安心ください。

２０１１年５月

朝日大学 学長　大友　克之

羽ばたけ建学の精神を胸に

銀杯を授与される受賞者

　２０１０年度卒業式（穂積キャンパス10周年記念館大ホール）で、「宮
田賞」の授与が行われた。
　本学の創立者である学校法人朝日大学の前理事長宮田慶三郎の
素志により制定された「宮田賞」は、在学中の学業成績が特に優れた者
や課外活動に貢献し本学の名誉を昂揚させた学生を対象に表彰するも
のであり、受賞者（７名）には「表彰状」と「銀杯」が大友克之学長から贈
呈された。受賞者たちの今後の活躍が大いに期待される。

　また、「宮田賞」授与に先立
ち行われた学長告辞では、大
友克之学長から朝日大学を
旅立つ卒業生たちへのはな
むけの言葉として「建学の精
神」が贈られた。卒業式終了
時には参列者全員が拍手で
卒業生たちを見送り、厳粛であった会場内がたちまちに暖かい雰囲気に
包まれた。

栄えある「宮田賞」受賞

謹んで震災のお見舞いを申し上げます。みんなの日本
がんばろう日本人

　「第47回島津全日本室内テニス選
手権」が京都市体育館で開催され、体
育会硬式庭球部コーチの秋田史帆選
手が前年チャンピオンの米村明子選手
（島津製作所）をストレートで破り初優勝
を決めた。
　秋田コーチは優勝インタビューで「震
災で複雑な思いでテニスをした。少しで
も被災地に夢と勇気を与えることができ
たらうれしい。」と語った。

全日本室内選手権で初V！！

　穂積キャンパスでは、地震等の災害
に備え順次建物の耐震工事が行われて
いる。
　また、１０周年記念館食堂（カフェテリ
ア、花水木）では、利用者のニーズに合っ
たメニューが提供できるよう厨房設備を
改修し、リニューアルオープンした。レストラ
ン「花水木」では、メニューごとのカロリー
が表示されたり、歯やからだの健康に配
慮した「8020ランチ」が提供されている。

耐震工事が進む
食堂リニューアル

法学部法学科

経営学部経営学科

同学部情報管理学科

同学部ビジネス企画学科

歯学部歯学科

上條恵味

市川和郎

山本裕喜、岩田華奈

塚本愛理、大場政登志

村上直季

宮　田　賞　受　賞　者耐震工事が完了した３号館（講義棟）

●被災地域出身の学生（入学生を含む）で申し出（任意書式での被災状況
報告を含む）がなされた場合には、本年度前学期及び後学期学納金（授業
料、施設維持費、歯学教育充実費）の全額を特例措置として免除します。
なお、適用を受ける場合には、原則として、公的な機関が発行する「被災状況
についての証明書」等の書類を提出（後日提出可）いただくこととなります。

●被災地域出身の学生（入学生を含む）の家族に対し、被災状況により居住環
境等の提供支援が必要となる場合には、当分の期間について住居（大学が
物件を臨時的に借り上げ）を無償貸与するなどの便宜をはかることとします。

●入学予定者で入学意思を有するものの、被災状況や社会的不安により
入学時期が遅れる場合には、入学の権利を一年間保持できる特別措
置を講ずることとします。
法学部、経営学部：入学時期について半年間（2011年秋入学）又は
　　　　　　　　　１年間（2012年春入学）の延期を認めます。
歯学部：入学時期について１年間（2012年春入学）の延期を認めます。

●入学予定者で残念ながら今後の就学が困難となり入学を辞退する場合に
は、すでに納付されている「入学金及び授業料等」の全額を返還します。

●独立行政法人日本学生支援機構による緊急採用（第一種）奨学金及
び応急採用（第二種）奨学金の受付を随時行っています。

●被災等による心的ストレスを感じたり疑われる学生に対し、メンタルヘル
スの相談を随時行っています。

●震災に伴う採用内定取り消し等に関することや今後の就職活動に関す
る相談を随時行っています。

「東日本大震災（2011.3.11）」で被災した学生への支援

連絡問い合わせ先：学生課（TEL058-329-1062・1082・1085）

優勝トロフィーを手にする秋田コーチ

レストラン「花水木」の「8020ランチ」


